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関東山地、秩父帯北帯の上吉田ユニットの石灰岩礫岩と 

砕屑性ドロストーンの層序・岩相と堆積環境

松岡喜久次（川越女子高等学校）

1．はじめに

　秋吉帯，美濃帯および秩父帯において、砕

屑性ドロストーンがチャートに伴って産する

ことは、Hattori（1984）、Sano（1984，1988）

および佐野・小嶋（2000）などにより報告さ

れている。関東山地東部の秩父帯北帯におい

ては、Hisada（1989）および指田（1992）は

ドロマイト質石灰岩がチャートや苦鉄質岩に

伴うことを報告した。松岡（2017）は関東山

地東部の秩父帯北帯において、チャートに挟

まれる砕屑性ドロストーンの岩相について詳

細な報告を行い、チャートと砕屑性ドロス

トーンの層序・構造を明らかにした。また、

松岡（2019）は住
す ま い づ く

居附ユニットの砕屑性ドロ

ストーンを含む砕屑性炭酸塩岩について、層

序・岩相を明らかにし、砕屑性炭酸塩岩の堆

積場と堆積環境を検討した。

　本報告では、関東山地東部の秩父帯北帯の

上吉田ユニットにみられる砕屑性ドロストー

ンについて述べる。特に、砕屑性ドロストー

ンに伴う石灰岩礫岩の岩相および砕屑性ドロ

ストーンと苦鉄質岩の層序について検討し、

それらの堆積環境を考察する。

　ドロマイトからなる岩石はドロマイト岩と

もよばれるが、本報告では沖村（1982）に

従ってドロストーン（苦灰岩）とする。以

降、砕屑性ドロストーンは適宜ドロストーン

と略記する。

2．地質概説

　関東山地の先新第三紀地質体は、北から三

波川帯、秩父帯北帯、山中地溝帯、秩父帯南

帯、四万十帯に区分され、これらが WNW-
ESE 方向の断層に境されて帯状配列してい

る（図 1）。本調査地域は関東山地東部に位

置し、秩父帯北帯の堆積岩コンプレックスが

広く分布する（図 2）。北縁部には三波川帯

御荷鉾ユニットの御荷鉾緑色岩類、南西部に

は秩父帯南帯の堆積岩コンプレックスが分布

する（松岡ほか 1998；松岡 2012）。秩父帯北

帯の堆積岩コンプレックスは構造的下位より

柏木、上吉田および住居附の 3ユニットに区

分される。

　御荷鉾緑色岩類は主に濃緑色～淡緑色の

苦鉄質岩からなり、最上部に砕屑岩層を伴

う（関東山地団体研究グループ 2002；松岡 
2013など）。秩父帯南帯の堆積岩コンプレッ

クスは先白亜系の浦山層群日原層が分布し、

チャート・砕屑岩シーケンスが衝上断層で繰

り返す。以下に秩父帯北帯の各ユニットの概

要を述べる。

　柏木ユニットは、主にチャートからなり、

珪質凝灰岩と泥岩を伴う。それぞれ強い変形

と再結晶を受けている。上吉田ユニットは、

泥岩と砂岩を主体とし、チャートと苦鉄質岩

を含む混在岩からなる。チャートや苦鉄質

岩の岩塊は長径数㎞以下のものが多い。変

形・変成は弱く、弱い片理がみられる。住

居附ユニットは砂岩を主体とし、苦鉄質岩

と赤色チャートの岩塊を伴う。苦鉄質岩や

図 1．調査地域の位置図および関東山地の地体
構造区分（松岡ほか（2016）を一部修正）．
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図 2．調査地域のユニット図，断面図（松岡（2012）および松岡ほか（2016）より作成）．
　2 a ～ 2 d の地質図は図 2の4地域に，図 2の調査地点（SP01～ SP06）は図 3の地質柱状図に対応．
　2 a：横瀬町中井付近（松岡ほか（2016）より作成）， 2 b：飯能市柏木付近， 2 c：越生町および毛呂山町
付近図（松岡・八尾（2011）より作成）， 2 d：飯能市原市場付近
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チャートは長径 1㎞以下の岩塊が多いが、

長径3.0㎞、短径0.25㎞の岩体もみられる。

チャートは灰色～暗灰色や赤色を呈し、赤色

チャートは苦鉄質岩に伴ってみられることが

多い。一般に変形・変成ともに弱く、片理は

みられない。

　それぞれのユニットを構成する砕屑岩の年

代については、柏木ユニットはジュラ紀新世

～白亜紀古世（松岡 2013）、上吉田ユニット

はジュラ紀中世前期～ジュラ紀中世中期（松

岡・八尾 2011）、住居附ユニットはジュラ紀

古世後期～ジュラ紀中世前期（指田 1992；
松岡 2012）である。御荷鉾ユニット、柏木

ユニット、上吉田ユニットおよび住居附ユ

ニットの地体関係は、それぞれ断層で接する

（松岡ほか 1998；松岡 2012）。
　なお、本地域に分布する堆積岩コンプレッ

クスのユニット区分は松岡ほか（1998）に従

い、それらに含まれる地層や岩石の塊につい

て、厚さ100ｍ以上のものを岩体、それ以下

のものを岩塊と呼ぶ。

3．調査地域の地質

　本地域に分布する柏木、上吉田および住居

附の 3ユニットは、WNW-ESE 方向に帯状に

配列する。各ユニットの堆積岩コンプレック

スの一般走向はＮ30～70°Ｗである。また、

同方向の向斜軸が存在し、構造的上位の住居

附ユニットが中央部に分布し、その北南両翼

に上吉田ユニット、柏木ユニットが分布す

る。両翼の傾斜は20～50°である。これらの

ユニットは N-S 方向の断層により地塊化し

ている。

　調査地域には上吉田ユニットが分布する

ことから、以下では上吉田ユニットについ

て述べる。他のユニットについては、指田

（1992）、松岡（2012）および松岡（2019）な

どを参照されたい。

　本地域の上吉田ユニットは横瀬町芦ヶ久保

から刈場坂をへて飯能市長沢まで、二子山の

南と飯能市上名栗から原市場にかけて東西約

13㎞に帯状に分布する。他に越生町龍ヶ谷の

周辺にも分布する。

　本ユニットは、堀口・竹内（1982）の高

畑層、上久通層の一部、刈場坂層および間

野層、Hisada and Kishida（1988）の UnitB、

Hisada（1989）の Unit B と Unit D、吉田・大

藤（1998）のユニットＡとＣ、指田（1992）

の黒山層、高畑層、刈場坂層、中藤層およ

び仁田山層にほぼ相当する、また、松岡ほ

か（1998）の上吉田ユニットに相当し、越生

町史編纂委員会（2008）の万場サブユニット

を含む。松岡・八尾（2011）の龍ヶ谷サブユ

ニットおよび刈場坂サブユニットに相当す

る。

　泥岩、砂岩、砂岩優勢互層、玄武岩質火山

岩類およびチャートからなり、混在岩相を示

す。泥岩は数㎜～ 2㎝の 0厚さの砂岩層や砂

岩の岩塊を頻繁に伴い，砂岩層には平行葉理

が発達する．砂岩は灰褐色～暗灰色、細粒

で、通常数㎝～数ｍ径の大きさの岩塊として

頻繁にみられる。本ユニットのみかけの上部

および南縁部は、砂岩および砂岩優勢互層か

らなる。苦鉄質岩は赤紫色～濃緑色の凝灰

岩や凝灰角礫岩からなり、岩体は厚く、側

方によく連続する。石灰岩は灰白色～灰色

で、数ｍ径である。チャートは層状で、灰色

～青暗灰色を呈し、数ｍ～数10ｍ径の岩塊

が多い。希に、長径 1㎞、短径100ｍの岩体

もみられる。本ユニットのみかけの層厚は

1,000ｍ＋である。

　石灰岩の地質年代は、石炭紀新世～ペルム

紀（堀口・二瓶 1977；Hisada 1989）、チャー

トはペルム紀～トリアス紀（指田 1992；木

村ほか；Hisada and Kishida 1988）、泥岩は

ジュラ紀中世（指田 1992；松岡・八尾 2011）
である。

4 ．各地点の石灰岩礫岩・砕屑性ドロストー

ンの層序・岩相

　上吉田ユニット中の 6地点（SP01～ SP06）
について述べる（図 2）。ドロストーンは

チャートや石灰岩礫岩に伴い、それらは苦鉄

質岩の岩塊と密接に関連している。以下にド

ロストーンに伴う石灰岩礫岩の岩相、ドロス

トーンと苦鉄質岩の層序と産状について述べ

る。

1）砕屑性ドロストーンに挟まれる石灰岩礫

岩の岩相

SP01　横瀬町中井、南西に伸びる尾根上の露

頭で、標高約550ｍに位置する（図 2 a）。石

灰岩礫岩を挟むドロストーンとドロストーン
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を挟むチャートが、尾根上に約40ｍに渡って

露出する。構造は走向Ｎ45°Ｗで、70°東に傾

斜する（松岡 2017、図 2）。ドロストーンは

下位にある灰色のチャートと断層で接し、

最上位にはドロストーンを挟む灰色や赤色

チャートが重なる（図 3）。断層面はＮ20°Ｗ
で、35°東に傾斜する。

　ドロストーンの中部と上部には、短径約

2ｍ、長径約 8ｍのレンズ状の石灰岩礫岩が

挟まれる。ドロストーンは、他形で粒径0.1

～0.7㎜のドロマイトからなり、基質はほと

んどない。石灰岩礫（Ls）は灰白色を呈し、

亜角～亜円で礫径は 3～ 5㎝であるが、最大

で10㎝である（図 4）。まれに赤色チャート

岩片がみられる。石灰岩礫は上部に向かって

礫径が小さくなる。石灰岩礫岩の上限は不明

瞭で、下限は上限より明瞭である。礫岩は基

質支持で、基質は粒径0.2～1.0㎜の他形のド

ロマイト（Dol）からなる（図 5）。石灰岩礫

岩の基質にはドロマイトがモード組成で約

50％含まれる。礫岩の淘汰度は悪い。

　ドロストーンとチャートの層序・堆積構造

は、松岡（2017）に示したように、それらは

堆積後に変形を受けている。ドロストーン

（Dl）はチャート（Ch）より塑性変形を受け

やすいため、チャートは岩塊状になっている

（図 6）。

SP03　越生町の黒山三滝の南、黒山三滝か

ら尾根へ登るハイキングコース沿いの露頭

で、標高約520ｍに位置する（図 2 c）。本地

点の石灰岩礫岩などは、本来、苦鉄質岩に伴

うチャートの岩塊の上部に位置すると考えら

れるが、上位が露頭欠如のため確認できない

（図 3）。ただし、東方へ20ｍの地点にはドロ

ストーンを挟む灰色のチャートの露頭が存在

する。

　下位の石灰岩礫岩（Ls-br）と上位の砂岩

（Ls-s）からなり、層厚は約1.5ｍで、両者の

境界は不明瞭である（図 7）。石灰岩礫は白

色～灰色を呈し、亜角～亜円で、礫径は0.2

～ 1 ㎝であるが、まれに径 2㎝もみられる。

礫岩には径10～15㎝のチャート礫（Ch）が

みられる。このチャート礫は、亜角～亜円礫

で中心部が赤色で縁は白色を呈する。また、

このチャート礫の周辺には礫径 5～10㎜の

チャートの細礫が点在する。火山岩岩片がわ

ずかにみられる。礫岩は基質支持で、基質は

粒径0.5～1.0㎜、他形のドロマイトからなる。

図 3．本報告の調査地点（SP01～ SP06）の地質柱状図．
　　　SP01～ SP06は図 2と対応
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　砂岩は、粒径 1～ 2㎜の石灰岩岩片と粒径

0.2～1.0㎜の他形のドロマイトからなる。フ

ズリナの破片が含まれる。砂岩にはドロマイ

トがモード組成で約47％含まれる。

SP04　越生町黒谷、越上山の北の林道沿いの

沢の右岸の露頭（図 2 c）。この沢の左岸の露

頭は、松岡（2017）の SP10で報告したもの

である。ドロストーンは層厚約10ｍで、下

位と上位のチャートに挟まれて産する（図

3）。下位のチャートは淡い赤色を呈し、層

厚数10㎝のドロストーンを数枚挟む。ドロス

トーンは粒径0.2㎜の他形のドロマイトから

なる。構造は走向Ｎ30°Ｗ、40°西に傾斜す

る。このチャートの下位には、苦鉄質岩が分

布する（図 2 c）。
　ドロストーンの中部と上部には、層厚約

2ｍと 1ｍの石灰岩礫岩が挟まれる。ドロス

トーンは他形で粒径0.2～0.5㎜のドロマイト

からなり、基質はほとんどない。石灰岩礫

（Ls）は灰白色や黒色を呈し、礫径は0.5～

2 ㎝である（図 8）。長径約 1～ 2㎝の火山

岩岩片を含む。礫岩は基質支持で、基質は粒

径0.2～1.0㎜の他形のドロマイトからなる。

石灰岩礫岩の基質にはドロマイトがモード組

成で約48％含まれる。この礫岩は側方へ連続

しない（図 9）。石灰岩礫岩の上限は不明瞭

であるが、下限は上限より明瞭である。

SP05　毛呂山町黒谷、越上山の東の林道から

鎌北湖方面へのハイキングコース沿いの露頭

で、標高約470ｍに位置する（図 2 c）。下位

の石灰岩礫岩と上位の砂岩からなり、下限は

露頭欠如のため不明で、上位にドロストーン

を挟むチャートが重なる（図 3）。この地点

は Hisada（1989）により石炭紀のフズリナが

図 4．横瀬町中井（SP01）の石灰岩礫岩の露頭写
真．Ls：石灰岩

図 5．横瀬町中井（SP01）の石灰岩礫岩の顕微鏡
写真．Ls：石灰岩，Dol：ドロマイト．スケー
ルは 1㎜

図 6．横瀬町中井（SP01）のチャート・ドロス
トーン互層の露頭写真．Ch：チャート，Dl：ド
ロストーン

図 7．越生町黒山三滝の南（SP03）の石灰岩礫岩
の露頭写真．Ls-br：石灰岩礫岩，Ls-s：石灰
岩砂岩，Ch：チャート
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報告されている。

　下位の石灰岩礫岩と上位の砂岩の層厚は約

5ｍで、境界は漸移する。石灰岩礫は白色や

灰色を呈し、礫径は0.5～ 2 ㎝である。火山

岩岩片がわずかにみられる。礫岩は基質支持

で、基質は粒径0.2～1.0㎜の他形のドロマイ

トからなる。砂岩は粒径0.1～2.0㎜の石灰岩

岩片と他形で粒径0.1～0.5㎜のドロマイトか

らなる（図10）。砂岩にはドロマイトがモー

ド組成で約46％含まれる。

2）砕屑性ドロストーン・石灰岩礫岩と苦鉄

質岩の層序・岩相

SP02　飯能市柏木、高麗川の支流である北川

の枝流の右岸の露頭で、標高約540ｍに位置

する（図 2 b）。石灰岩礫岩とドロストーン

は、苦鉄質岩の上位のチャート岩体に挟まれ

る（図 3）。下位の石灰岩礫岩と上位のドロ

ストーンは層厚約20ｍ＋で、石灰岩礫岩の下

部と中部に断層ある。下部の断層面はＮ40°
Ｗで、70°東に傾斜する。中部の断層面はほ

ぼ水平で、破砕帯は幅20～30㎝、粘土で固結

していない。

　最下部の石灰岩礫岩は、淡緑色を呈し、発

泡した火山岩岩片を伴う。石灰岩礫は灰白色

や黒色を呈し、亜角で、礫径は0.5～10㎜で

ある。基質支持で、基質がドロマイトと火山

ガラス（Gl）からなる（図14）。

　下部の石灰岩礫岩は、石灰岩礫と少量の火

図 8．越生町越上山の北（SP04）の石灰岩礫岩の
研磨面写真．Ls：石灰岩．スケールは 1㎝

図 9．越生町越上山の北（SP04）の石灰岩礫岩の
露頭写真．

図10．毛呂山町越上山の東（SP05）の石灰岩砂岩
の研磨面写真．矢印：石灰岩．スケールは 1㎝

図11．飯能市原市場（SP06）のドロストーンを挟
在する凝灰岩の露頭写真．Tf：凝灰岩，Ch：
チャート，Dl：ドロストーン

図12．飯能市原市場（SP06）のハイアロクラスタ
イトの顕微鏡写真．スケールは0.5㎜



川博紀要　19号　2019：9-18

－15－

山岩岩片からなる。石灰岩礫は灰白色や黒色

を呈し、亜角～亜円、礫径は2.0～10㎝で、

まれに30㎝のものがある。火山岩岩片は淡緑

色を呈し、礫径は0.5～ 2 ㎝である。礫岩は

基質支持で、基質は粒径0.1～1.0㎜の他形の

ドロマイトからなり、淘汰度は悪い。

　上部の石灰岩礫岩は石灰岩（Ls）や火山

岩岩片（Ｖ）の他にチャート岩片がみられ

る（図15）。石灰岩礫と火山岩岩片の径は3.0

～15㎜で、火山岩岩片には発泡がみとめられ

る。チャート岩片は、白色を呈し角礫で径

1㎝である。基質支持で、粒径0.1～1.0㎜の

他形のドロマイトと火山ガラスの基質をも

ち、淘汰度は悪い。最上部の石灰岩礫岩の岩

相は上部と類似するが、石灰岩礫の径は3.0

～10㎜で基質に赤色泥が混在し、淘汰度は良

い（図16）。

　下位の石灰岩礫岩と上位のドロストーンの

間に、チャート・ドロストーン互層と石灰岩

礫岩が挟まれる。層厚はそれぞれ約 1ｍと約

2ｍである。石灰岩礫岩は最下部の石灰岩礫

岩の岩相と類似する。

　上位のドロストーンは他形で粒径0.2～

0.5㎜のドロマイトからなり、基質はほとん

どない。

SP06　飯能市原市場、入間川の河床の露頭

で、左岸沿いに約20ｍに露出する（図 2 d）。
最下部の苦鉄質岩の上位にチャート、ドロス

トーン、苦鉄質岩および赤色チャートが重

なる（図 3）。チャート（Ch）とドロストー

ン（Dl）は、苦鉄質岩（Tf）に挟まれている

（図11）。構造は走向Ｎ60°Ｗ、垂直～75°南に

傾斜する。

　苦鉄質岩は濃緑色～赤紫色を呈し、多量の

火山ガラスと少量の火山岩岩片からなるハイ

アロクラスタイトである（図12）。火山岩岩

片は赤紫色を呈し、やや丸く、径0.1～0.5㎜

である。ハイアロクラスタイトは上方へ向

図13．飯能市原市場（SP06）のドロストーンの研
磨面写真．Tf：凝灰岩，Rd-m：赤色泥岩，Dl：
ドロストーン．スケールは 1㎝

図15．飯能市柏木（SP02）の石灰岩礫岩（上部）
の研磨面写真．Ls：石灰岩，矢印：ドロマイ
ト，Ｖ：火山岩．スケールは 1㎝

図14．飯能市柏木（SP02）の石灰岩礫岩（最下
部）の研磨面写真．Ls：石灰岩，矢印：ドロマ
イト．スケールは 2㎜

図16．飯能市柏木（SP02）の赤色泥の基質をもつ
石灰岩礫岩の研磨面写真．Ls：石灰岩，矢印：
ドロマイト，Gl：火山ガラス．スケールは 2㎜
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かって細粒となり赤色泥岩に移化し、厚さ 1

～数㎝で繰り返す。この赤色泥岩には、粒径

0.05～0.1㎜のドロマイトが少量含まれる。

ハイアロクラスタイトは層状チャートに薄層

として挟まれることがあり、層厚は数㎝～

10㎝である。

　ドロストーンは他形で粒径0.1～0.3㎜のド

ロマイトからなり、淘汰はよい。赤色泥の基

質を少量もつ泥質ドロストーンである。ドロ

マイトの粒径は上位へ向かって細粒となると

ともに、基質は増加し赤色泥岩に移化する。

　赤色泥岩は微細な赤鉄鉱や石英からなり、

厚層の場合は中部で赤色チャートがみられ

る。赤色泥岩の上位には赤色チャートまたは

ハイアロクラスタイトが重なり、両者の境界

は明瞭である（図13）。

5 .石灰岩礫岩・砕屑性ドロストーンおよび

チャートの堆積年代

　ドロストーンの堆積年代は、決定できる

化石が産出しないため不明である。Hisada
（1989）は上吉田ユニットのドロストーンに

含まれる石灰岩礫中に石炭紀のフズリナを報

告した。このことから、上吉田ユニットのド

ロストーンの堆積年代は石炭紀以降である。

　本報告の SP04と SP05のドロストーンを挟

むチャートは、小池ほか（1980）によりペル

ム紀のコノドントが報告されている。また、

指田（1992）により、飯能市上名栗および天

覧山の赤色チャートからペルム紀古世の放散

虫化石が報告されている。一方、越上山付近

と芦ヶ久保の淡褐色のチャートからは、トリ

アス紀のコノドントや放散虫化石が報告され

た（小池ほか 1980；松岡 2017）。このトリア

ス紀のチャートは、苦鉄質岩およびドロス

トーンを伴わない。

6 .考　察

1）砕屑性ドロストーンに挟まれる石灰岩礫

岩の堆積環境

　本論文の SP01と SP04の厚層のドロストー

ンは、他形で粒径0.1～0.7㎜のドロマイトか

らなり、基質はほとんどない。ドロストーン

に挟まれる石灰岩礫岩の石灰岩礫は、亜角～

亜円、礫径は0.2～ 2 ㎝で10㎝を越えること

もある。石灰岩礫岩の基質のドロマイトの粒

径は0.2～1.0㎜である。石灰岩礫岩はドロス

トーンに挟まれ、基質のドロマイトの粒径は

ドロストーンのドロマイトより大きいことか

ら、石灰岩礫と基質のドロマイトは共に、ド

ロストーンの堆積場に堆積したと考えられ

る。

　Sano（1988）および佐野・小嶋（2000）

は，浅海で堆積した石灰岩礫やドロマイトが

重力流により深海底に運ばれて再堆積したと

考えた。本論文の石灰岩礫岩も重力流による

堆積物と考えられるが、レンズ状を呈し側方

へ連続しないことから、堆積物重力流の広が

りは狭いものだったと考えられる。

　SP03の石灰岩礫岩には径10～15㎝で亜角

～亜円のチャート礫がみられることから、堆

積物重力流が周囲に堆積していたチャートを

削りとり、礫として取り込んだものと考えら

れる。この礫の周辺に、チャートの細礫が点

在することとも調和的である。石灰岩礫岩

は、上限が不明瞭であるが、下限は上限より

明瞭であり、石灰岩礫が上方細粒化すること

から、 1回の堆積物重力流による堆積物と考

えられる。

　また、SP03や SP04の石灰岩礫岩は苦鉄質

岩の岩体と密接に産し、粗粒陸源砕屑粒子を

含まないこと、火山岩岩片を伴うことから、

堆積環境は海山や海台の斜面から大洋底で

あったと考えられる。

2）砕屑性ドロストーンと苦鉄質岩の堆積環

境

　SP02の石灰岩礫岩の礫径は、上部から最

上部に向かって細粒となる。上部は淘汰度が

悪く、最上部は良い。上部の基質はドロマイ

ト、発泡した火山岩岩片と火山ガラスからな

り、最上部の基質は赤色泥が加わる。関東山

地団体研究グループ（2002）によると、赤色

泥は海底火山活動に伴って形成されたものと

されたことから、石灰岩礫岩は石灰岩礫、ド

ロマイト、火山岩岩片、火山ガラスおよび赤

色泥が堆積物重力流により運搬・再堆積した

ものと考えられる。また、SP06の苦鉄質岩

に挟まれるドロストーンは、ドロマイトと少

量の赤色泥の基質からなる。ドロマイトの粒

径は上位へ向かって細粒となり、赤色泥岩に

移化する。ドロストーンは、ドロマイトや赤
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色泥が底層流により運搬・再堆積したものと

考えられる。

　SP06のハイアロクラスタイトは、上方へ

向かって細粒となり赤色泥岩に移化する。こ

れらが厚さ 1～数㎝で繰り返すことからラミ

ナとみられる。赤色泥岩には、細粒砂サイズ

のドロマイトが少量含まれ、ハイアロクラス

タイトとドロストーン境界は明瞭であること

から、火山岩岩片、火山ガラス、ドロマイト

や赤色泥が水流により運搬・再堆積したもの

と考えられる。

　ハイアロクラスタイトは層状チャートに薄

層として挟まれることがあり、厚層の赤色泥

岩の中部には赤色チャートがみられることか

ら、堆積環境はチャート堆積場が考えられ

る。したがって、チャートの堆積場にドロマ

イトや海底火山堆積物が供給される環境で

あったと考えられる。
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